




























































































































































































写真 1　Ａチーム改良前 写真 2　Ａチーム改良後
図４　Ａチーム作戦
写真３　Ｂチーム改良前 写真４　Ｂチーム改良後 図５　Ｂチーム改良後　作戦
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者がスタートする。直進し，壁役がタイミングを見て前方へ走り込んで行く。そこへボール保持者が敵に捕まらないよ
うにパスを出すように工夫した。そして，敵役が，保持者へ行くか壁役を追うかで迷っている隙に前へとボールを運ぶ
作戦を作り上げた。
　⑶　ランダムに走ることからおとり役が壁役になる
　Cチームは，ボール保持者とおとり役が一斉に自由に走ることで相手を錯乱させ，前に進む作戦を考えた。しかし，
１人１人が毎回違う動きをするため，味方同士で進路がかぶったり，道をふさぎ合ったりしてしまうこともあった。ま
た，相手はボール保持者のフラッグを狙って動くため，おとり役につられることがなくおとり役が機能しないことも
あった。敵役や評価アドバイス役と話し合った結果，３人の走る時の約束を決めた作戦を考えることにした。おとり役
が機能していなかったことから，おとり役を相手の妨害役へと役割を変更した。スタートと同時に妨害役２人が敵に向
かって走っていく。ボール保持者は妨害役の後ろを隠れながら走り，隙をみて空いてるスペースへと走っていく。敵は，
妨害役に進路を阻まれるためボール保持者に向かっていく際に，一度ブレーキをかけてスピードを緩めたり，大回りを
したりするため遅れてしまう。その遅れを利用してボールを前へと運ぶ作戦ができた。走るときの約束を決めたことで，
いろいろな状況で対応できる作戦となった。
７　成果と課題
　本研究では，学習集団形成の要因を意識して単元構成を考え，相互評価を取り入れた話し合い活動を設定した。その
結果，各チームで作戦の課題を見つけ修正する姿がみられた。そこから，以下の成果と課題が出てきた。
　⑴　成果①　共通の土台作り
　今回の教材「フラッグフットボール」は全員が初めてのスポーツであったため，全員がフラッグフットボールを理解
することから始めることができた。全員で同じ動画を視聴し学習することで，フラッグフットボールの競技やルールに
ついて共通のイメージや理解をもって授業を行うことができた。その結果，共通の戦術知識をもとに活動を行えたこと
で，作戦の立案やアドバイスの場面において，作戦のイメージの共有や作戦の理解，成功失敗の評価につながった。
　⑵　成果②　役割と課題の明確化
　今回は，作戦の立案及び検証の場，リーグ戦の試合において，必ず全員に役割があった。どの児童も話し合いの活動
やゲームに参加でき，どうしたらよいか分からずに困っている児童が見受けられなかった。また，作戦についてもどう
したらより遠くへボールを運べるかと課題が明確であったことで作戦を修正するための児童の話し合いが進んでいた。
　⑶　成果③　検証の場の設定と相互評価
　今回は，リーグ戦の前に自分たちが立案した作戦を試し，評価・アドバイスを行う場を設定した。イメージや紙の上
だけで作戦を考えるよりも，実際に動き敵役がいる中で試すことでより実践で有効な作戦へと改良を行うことができた。
また，アドバイザーがいることで客観的な意見も聞くことができ，自分たちだけでは気がつかないことにも気がつき，
作戦を改良することにつながった。
　⑷　課題　
　今回は相互評価を取り入れた話し合い活動について，作戦が変容したかどうかを学習シートに記した作戦の分析とビ
デオ撮影での画像分析で検証を行った。しかしこれだけでは不十分なところがある。発話を記録していないため，話し
図６　Ｃチーム改良前　作戦 写真５　Ｃチーム改良後 図７　Ｃチーム改良後　作戦
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合いでどのような内容が話し合われたかが分からず，相互評価やアドバイスの有効性を明らかにするところまで行うこ
とができなかった。また，評価方法としてICT機器に録画し自分たちで見て振り返る方法も考えられるため，相互評価
と自己評価のどちらがより，主体的・対話的で深い学びを実現するために有効かを比較することも今後必要であると考
える。
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